






















しているのはＮＨＫ︵大河ドラマと土曜夕方枠︶だけである。 ﹁時代劇はお年寄り向き﹂というラベルが貼られて以降、若年層をターゲットにしていたテレビ局は を作らなくなった︵現在は若年層のテレビ離れが進み、テレビ番組自体が存亡の危機にある︶ 。その結果、時代劇を見たことがな 若年層が大半なのが現状だ。だから、時代劇を見て知る 常識﹂︱例えば、町奉行所の同心は黒い羽織を着て十手を持っている︱がわからな 。さらには、忠臣蔵も言葉しか知らない学生 ほとんどである。
そこで、せめて食わず嫌いならぬ、見ず嫌いはやめてもらおうと、講義の数コマを使って時
代劇を取り上げて る。そこでは、時代劇とは何かを知ってもらい︵講演で話した内容︶ その上で時代劇と史実を比較している。前者では、登場人物がわかりやすいテレビ版﹃座頭市物語﹄やアニメ﹃佐武と市捕物控﹄を一話分見せている。後者は忠臣蔵と赤穂事件、寛政の改革︵ ﹃鬼平犯科帳﹄ ︶ 、新吉原などを扱っている︵講義一五回全てを使ったこともある︶ 。︻時代劇とは一体何か？︼
近代、新劇の対として旧劇と呼ばれた時代物の中から、映像化されたものを﹁時代劇映画﹂



















上騒ぎになる場合 ある。ひと昔前の時代劇を見ると その辺り ルーズで、スタッフには時代考証ではなく﹁風俗考証﹂とクレジットされていることが多かった。これは、古く見せるための考証であって、厳密な史実の考証でなくてもよかったからだ。
現在は、大学教授らによる厳密な時代考証が行われてい 。だから現在の時代劇の方が時代
の再現度は高い。しかし 完全 再現は不可能である。そもそも時代劇はフィクションなのだから、肩肘張らずに楽しく視聴すればよい 時代劇を語ることは、歴史を語ることと決してイコールではない。 とエンターテイメント バランスは、程ほどがちょうどよい。
実際大河ドラマでも、制作上の都合や視聴者の反応 よくするために脚色がなされてい
二〇〇九年の﹃天地人﹄で、主人公直江兼続は﹁愛﹂ 字の兜 被っている。この﹁愛﹂は、信仰する愛宕権現もしくは愛染明王の一字に由来して るが、ドラマのテーマは﹁義と に生きた直江兼続﹂であった︵当時 愛は愛執・愛欲など イナスのイメージで、 ﹁愛している﹂に相当する言葉は﹁お慕い申し上げる﹂ ︶ 。また、二〇一六年 ﹃真田丸﹄では、豊臣秀吉の政策を一括して﹁惣無事令﹂と表現していたが、これは中世史家の藤木久志が一九八〇年代以降に用いた学術用語である。話数と放送時間が限られたテレビドラマにおいて、秀吉 政策を一括してわかりやすく説明するための措置だろう。
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ちなみに時代考証の対極に位置する作品を紹介しておこう。必殺シリーズ第二二作﹃必殺仕




放送やＣＳでは旧作が毎日放送され、新作も少なからず制作さ ている。これらの一番の視聴者はシルバー層だ。一方、時代劇はネット配信もされている。テレビ離れが進んで る若年層が偶然見てハマる可能性もゼロではない。時代劇は、世代を超えて楽しまれてきたが、それは基本的に 変わっていない。若年層は れからも時代劇を一コンテンツとし 触れていくだろう。時代劇好きな若い人たちも少なからずいる
とはいえ、新作が作りづらいという意味で、時代劇は現在苦境 立たされている。これにつ




と遜色ない時代劇が海外でも作られているのだ。 ﹃沈黙︱サイレンス︱﹄ ︵監督マーティン・スコセッシ、二〇一六︶や﹃ＫＵＢＯ︱二本の弦の秘密︱﹄ ︵監督トラヴィス・ナイト、二〇一六︶などが、その代表だ。時代劇に理解のあるクリエイターが、潤沢な海外資本を使って、専門のスタッフや日本人役者を雇用して作っている。つまり、日本で くても日本の時代劇を作ることが可能になっているのだ︵ ﹃パシフィック・リム﹄が歴とした﹁怪獣﹂映画だったように︶ 。ここに時代劇作りの活路があると思う。海外資本と提携して、 格的な日本 時代劇を作ればいいのだ。長期間雇用・拘束し、役者にみっちり演技指導を スタッフに技術を仕込む。時代劇が生き残る現実的な方法だと思うのだが、どうだろうか︻おわりに―語りて候―︼
これまで好き勝手に書いてきたが、言いたいことはただ一つ。時代劇は面白い。できれば、その面白さを知っている人は、他人にも伝えてほしい。時代劇が存続するために
は、まず興味を持つことが大事。良くも悪くもＳＮＳは ために便利なツール 。はじめは自分が楽しみ、そして同好の士を増やす 。初心者に 優しく手解きを。まずはそこからだ。︵附記︶︵狭義の︶時代劇と歴史ドラマの区別は、作家の京極夏彦さんとの会話から導き出されたものです。この場を借りて御礼申し上げます。また、各見出しは、必殺シリーズのサブタイト
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にちなんでいます。どのオマージュかわかってもらえると、少し嬉しいです。
まずはこれまで、あらあらかしこ。
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